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公益財団法人 広島YMCA



YMCA はポジティブネットのある
豊かな社会を創造します。
　持続可能な開発目標（SDGsエス・ディー・
ジーズ）とは、2015年9月に国連サミットで採択
された2030アジェンダの開発目標です。17の目
標・169のターゲットから構成され、地球上の誰
一人として取り残さない（Leave no one behind）
世界の実現を誓っています。
　国内外で広がる貧困や格差、紛争や気候変動の
課題、子どものいじめや虐待など、世界の共通課
題に向けて、YMCAも国内外のグローバルなパー
トナーシップを活用し、多様な連携を通じて世界
を変える一翼を担います。

ひとりがよくなると世界はきっとこう変わる。

ひとりが「よくなる」と、どんなコトが起きるだろう。

ひとりが「よくなる」と、

その人と出会った誰かがうれしくなる。

つまり、その人もきっと「よくなる」。

そして「よくなる」の繰り返しは社会や世界を

よりよく変えていくチカラになると思うのです。

その人と出会った誰かが「よくなる」

そんな出会いとつながりをＹＭＣＡは

これからも大切にしたいと考えています。

「よくなる」の連鎖はやがて

社会や世界を変えていくチカラとなっていく。

そしてきっと平和を形にしていく原動力となっていく。



■����年度　公益財団法人 広島ＹＭＣＡ　活動実績

Amazonみんなで応援プログラム����年度版実施
「みんなの市民サミット����」（NPO協力）
「核兵器廃絶のためのG�国会議員フォーラム」（NPO協力）
第��回全国ＹＭＣＡリーダー研修会（せとうち・倉敷青年の家）
G�先進国首脳会議/市民サミットC�イベント（NPO協力）
「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い����を実施
原爆の子の像建立記念式典（広島女学院大学協力/職員有志）
広島ＹＭＣＡ会員大会
国際リーダー会・留学生異文化交流会
ドキュメンタリー映画「飯舘村べこやの母ちゃん」上映会
ホノルル－広島国際交流「Let’s Get Together」開催
広島ＹＭＣＡ国際青少年平和セミナー（ユースピースセミナー）開催
市民平和行進　（広島県被団協・広島県生協連協力） 
核兵器禁止条約締約国会議とNPT再検討会議に向けて（NPO協力）
平和の灯ろう流し
横浜ＹＭＣＡキッズピースキャンプ受け入れサポート
旧日本銀行リニューアル工事公式記録撮影（NPO支援）
マウイ島大規模火災緊急支援募金実施
ミュージカル「PEACE ON YOUR WINGSー平和は翼に乗ってー」
広島ＹＭＣＡチャリティーバザー開催
広島ＹＭＣＡ創立８５周年記念礼拝
ICAN ACADEMY開催（広島県支援）
ウクライナ支援「プィーサンキの旅－広島」開催
広島ＹＭＣＡ国際協力募金　キックオフスタート
パレスチナ支援「STOP GENOCIDE IN GAZA」実施
世界ＹＭＣＡ・ＹＷＣＡ同祈祷集会（広島YWCA主管）
インターナショナル・チャリティーラン（実走大会再開）
Amazonみんなでサンタクロースプロジェクト開始
広島ＹＭＣＡ国際協力募金・街頭募金活動➀➁

能登半島地震緊急支援募金
能登半島地震緊急支援　街頭募金➀➁
ICAN事務局長メリッサ―パーク氏来広（NPO協力）
核兵器禁止条約発効�周年を祝う広島集会（NPO協力）
ＹＭＣＡピンクシャツデー（全国ＹＭＣＡ協働）
�.��東日本大震災を忘れない追悼の集い(広島市社協協力）
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➀ＹＭＣＡユースピースセミナーの実施
　�月�日から�月�日の期間、広島ＹＭＣＡユースピース
セミナーが開催され、国内外の若者が広島に集まり平和
についての学びを深めました。平和記念礼拝・被爆証
言・平和記念公園における慰霊碑めぐりや資料館見学・
原爆の子の像千羽鶴献納・リーダーが企画したグループ
ワークを通して平和についての学びを深めていきまし
た。最終日の�月�日には平和祈念式典に参加し、ピース
セミナーのまとめを行い、最後に灯ろう流しに参加しました。

➁平和の灯ろう流しの実施

　�月�日夕方から�年ぶりに平和の灯ろう流しを行い、
���名の子ども達・ファミリー・国内外の若者たちが参加
しました。夕方��：��にＹＭＣＡに集合して、世界から
送られてきた平和のメッセージが書かれた絵で灯ろうづ
くりを行いました。佐々木禎子さんの折鶴の話をみんな
で聞いた後、平和記念公園親水テラスに出発。ボラン
ティアの方々にキャンドルを点火してもらい、元安川に
浮かべて祈りを捧げました。

➂市民平和行進
　広島ＹＭＣＡは、生協ひろしまとの共同で、����年か
ら市民平和行進に取り組んでいます。今年はコロナ禍も
落ち着き、平和行進の実施が再開され、アリスガーデン
から平和記念公園に向け行進を行い、資料館からゴール
である慰霊碑にて献花を行いました。生協ひろしま・広
島県原爆被害者団体協議会（以降被団協）・広島ＹＭＣ
Ａの�団体が参加し、平和記念公園内で行われる献花式に
市民グループの代表として参加しました。

➃平和のための国際NGOおよび地域NPOとの協力

◆国際NGOとの協力
　「核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）」「ピース
ボート」「核兵器廃絶をめざすヒロシマの会」などの協
力により、核兵器禁止条約批准の後押しをするための共
同行動（集会やイベント）を展開しました。
　特に����年度は、日本核廃絶NGO連絡会議が主催した
国連・ICAN・日本政府と各政党の党首を交えた討論会で
は、広島ＹＭＣＡも事務局として日本の核政策に関する
情報を国内外に向けて発信しました。

◆地域NPOとの協力

　広島ＹＭＣＡは、広島県原爆被害者団体協議会（被団協）
が行う活動のサポートを行っています。����年度は計４回の
「政府に対し核兵器禁止条約への批准を求める署名活動」を
行いました。�つの被爆者団体では核兵器禁止条約の発効後、
����年�月末まで署名を集める活動を続けています。�か月に
�度街頭署名活動が平和記念公園の元安橋で行われ、核兵器廃
絶にむけての地道な活動を続けています。

◆広島県へいわ創造機構ひろしま（HOPe）との協力

　広島県のHiroshima Organization for Global Peace/略称:
HOPe（ホープ）や国際NGOのICANと広島県が行う「ICAN 
ACADEMY」の運営に広島ＹＭＣＡは協力し、公式記録の提供
を行いました。

◆広島平和文化センターおよび平和首長会議との協力

　広島市平和文化センターのイベント協力は従来通り行って
きていますが、����年度は特にICAN新事務局長メリッサ・
パーク氏の来日もあり、広島市と協力し事務局長来日におけ
るイベントサポートを主催団体として行いました。
また、平和首長会議の公式記録としてデータの提供を行いました。

◆核兵器禁止条約発効�周年を祝う平和イベント協力

　核兵器禁止条約が発効された１月��日に広島市内で活動を
するNPOが協力し、条約発効�周年を祝うキャンドルイベン
トが原爆ドーム前で行われました。広島ＹＭＣＡも平和活動
NPOの１つとして、この活動をサポートしました。会場の設
置やイベントの運営、記録などの役割を広島ＹＭＣＡスタッ
フやリーダーたちで担いました。

◆広島県生協連との協力「戦争も核兵器もない平和な世界を」

　この市民の集いは、核兵器廃絶を願い思想信条を越えて結
成された市民�団体が、行政と連帯して「戦争も核兵器もない
平和な世界を」めざした取り組みで、広島ＹＭＣＡも市民団
体の代表として、また、主催者の�つとして参加しています。
　今年度は、ジャーナリストの小山美沙さんから「黒い雨訴
訟」に関するテーマで特別講演をいただきました。広島県生
活協同組合連合会・広島県原爆被害者団体協議会・広島ＹＭ
ＣＡの事務局が共同し、会の結びに平和アピール文が読み上
げられ、満場一致で採択がなされました。

◆市民NPO協力による「STOP GENOCIDE IN GAZA」集会

��月��日（土）��：��～��：��　原爆ドーム前でイスラエ
ルのガザ侵攻に対する反対集会が行われました。題して
「STOP GENOCIDE IN GAZA」とイスラエルの即時停戦を訴え
るキャンドルアクションで、広島ＹＭＣＡは主催者の呼びか
け人の一つとしてこの活動に賛同し、運営を行いました。

１）平和教育活動

　広島の被爆体験を次世代に継承し、核兵器廃絶につながる学びや世界の紛争地域の状況や支援の必要性
について、実際に世界の若者と対面し、議論を通して今後の課題について学びました。



➀ＹＭＣＡユースピースセミナーの実施
　�月�日から�月�日の期間、広島ＹＭＣＡユースピース
セミナーが開催され、国内外の若者が広島に集まり平和
についての学びを深めました。平和記念礼拝・被爆証
言・平和記念公園における慰霊碑めぐりや資料館見学・
原爆の子の像千羽鶴献納・リーダーが企画したグループ
ワークを通して平和についての学びを深めていきまし
た。最終日の�月�日には平和祈念式典に参加し、ピース
セミナーのまとめを行い、最後に灯ろう流しに参加しました。

➁平和の灯ろう流しの実施

　�月�日夕方から�年ぶりに平和の灯ろう流しを行い、
���名の子ども達・ファミリー・国内外の若者たちが参加
しました。夕方��：��にＹＭＣＡに集合して、世界から
送られてきた平和のメッセージが書かれた絵で灯ろうづ
くりを行いました。佐々木禎子さんの折鶴の話をみんな
で聞いた後、平和記念公園親水テラスに出発。ボラン
ティアの方々にキャンドルを点火してもらい、元安川に
浮かべて祈りを捧げました。

➂市民平和行進
　広島ＹＭＣＡは、生協ひろしまとの共同で、����年か
ら市民平和行進に取り組んでいます。今年はコロナ禍も
落ち着き、平和行進の実施が再開され、アリスガーデン
から平和記念公園に向け行進を行い、資料館からゴール
である慰霊碑にて献花を行いました。生協ひろしま・広
島県原爆被害者団体協議会（以降被団協）・広島ＹＭＣ
Ａの�団体が参加し、平和記念公園内で行われる献花式に
市民グループの代表として参加しました。

➃平和のための国際NGOおよび地域NPOとの協力

◆国際NGOとの協力
　「核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）」「ピース
ボート」「核兵器廃絶をめざすヒロシマの会」などの協
力により、核兵器禁止条約批准の後押しをするための共
同行動（集会やイベント）を展開しました。
　特に����年度は、日本核廃絶NGO連絡会議が主催した
国連・ICAN・日本政府と各政党の党首を交えた討論会で
は、広島ＹＭＣＡも事務局として日本の核政策に関する
情報を国内外に向けて発信しました。

◆地域NPOとの協力

　広島ＹＭＣＡは、広島県原爆被害者団体協議会（被団協）
が行う活動のサポートを行っています。����年度は計４回の
「政府に対し核兵器禁止条約への批准を求める署名活動」を
行いました。�つの被爆者団体では核兵器禁止条約の発効後、
����年�月末まで署名を集める活動を続けています。�か月に
�度街頭署名活動が平和記念公園の元安橋で行われ、核兵器廃
絶にむけての地道な活動を続けています。

◆広島県へいわ創造機構ひろしま（HOPe）との協力

　広島県のHiroshima Organization for Global Peace/略称:
HOPe（ホープ）や国際NGOのICANと広島県が行う「ICAN 
ACADEMY」の運営に広島ＹＭＣＡは協力し、公式記録の提供
を行いました。

◆広島平和文化センターおよび平和首長会議との協力

　広島市平和文化センターのイベント協力は従来通り行って
きていますが、����年度は特にICAN新事務局長メリッサ・
パーク氏の来日もあり、広島市と協力し事務局長来日におけ
るイベントサポートを主催団体として行いました。
また、平和首長会議の公式記録としてデータの提供を行いました。

◆核兵器禁止条約発効�周年を祝う平和イベント協力

　核兵器禁止条約が発効された１月��日に広島市内で活動を
するNPOが協力し、条約発効�周年を祝うキャンドルイベン
トが原爆ドーム前で行われました。広島ＹＭＣＡも平和活動
NPOの１つとして、この活動をサポートしました。会場の設
置やイベントの運営、記録などの役割を広島ＹＭＣＡスタッ
フやリーダーたちで担いました。

◆広島県生協連との協力「戦争も核兵器もない平和な世界を」

　この市民の集いは、核兵器廃絶を願い思想信条を越えて結
成された市民�団体が、行政と連帯して「戦争も核兵器もない
平和な世界を」めざした取り組みで、広島ＹＭＣＡも市民団
体の代表として、また、主催者の�つとして参加しています。
　今年度は、ジャーナリストの小山美沙さんから「黒い雨訴
訟」に関するテーマで特別講演をいただきました。広島県生
活協同組合連合会・広島県原爆被害者団体協議会・広島ＹＭ
ＣＡの事務局が共同し、会の結びに平和アピール文が読み上
げられ、満場一致で採択がなされました。

◆市民NPO協力による「STOP GENOCIDE IN GAZA」集会

��月��日（土）��：��～��：��　原爆ドーム前でイスラエ
ルのガザ侵攻に対する反対集会が行われました。題して
「STOP GENOCIDE IN GAZA」とイスラエルの即時停戦を訴え
るキャンドルアクションで、広島ＹＭＣＡは主催者の呼びか
け人の一つとしてこの活動に賛同し、運営を行いました。



➀インターナショナル・チャリティーランの再開

　個人や企業を対象に、障がいのある子ども達の支援のための
ランニングイベントを企画し、参加費・協賛金を支援活動に充
当しました。特に����年度は広島城ランニングコースでの実
走大会を４年ぶりに開催しました。

日程：��月��日（木・祝）　申込者：���名　

協賛：��団体
・株式会社アズライフ・株式会社飯南トータルサポート琴引フォレストパー
クスキー場・ENEOS グローブエナジー株式会社・オタフクソース株式会社・
加茂商事株式会社サッカーショップ KAMO・株式会社金正堂・株式会社コセ
ヌプリ・株式会社サンフレッチェ広島・シーコム・ハクホー株式会社・ダス
キン東広島支店・株式会社たびまちゲート広島・有限会社チームス・学校法
人 広島女学院・フィッシングレイク高宮・山下江法律事務所・ユカリス湯来・
鯉城タクシー株式会社・株式会社糧配・広島ワイズメンズクラブ・福山ワイ
ズメンズクラブ・呉ワイズメンズクラブ・東広島ワイズメンズクラブ・岩国
みなみワイズメンズクラブ・米子ワイズメンズクラブ （瀬戸山陰部）

　全国ＹＭＣＡの障がい児プログラム運営に���,���円 支援
　広島ＹＭＣＡ障がい児クラスの活動に���,���円 支援

➁Amazon「みんなで応援プログラム」

　「みんなでサンタクロースプロジェクト」の実施
　Amazonのご協力により、通販サイトを活用したチャリ
ティーキャンペーンを広島ＹＭＣＡで実施しました。広島Ｙ
ＭＣＡの公益活動で必要としている支援物資をAmazonの通販
サイトに登録し、プログラムの趣旨に賛同された方々に購入
いただき、支援物資として届けていただく活動を行いまし
た。Amazonのパートナーとして、全国��のＹＭＣＡでこの
キャンペーンを展開しました。

・主な支援品
　学童保育用図鑑・テーブルゲーム・学習用玩具等
　一人親家庭支援フードバンク用クリスマスカード
　一人親家庭支援フードバンク用ツリーオーナメント
　子ども食堂用食器セット（カレー皿他）

➂いじめに反対するピンクシャツデーの実施

　�月��日（水）ピンクのシャツや小物を身につけて「いじめ
反対」のアピールを行いました。����年度はＹＭＣＡのすべ
てのブランチから趣向を凝らした写真やいじめ反対のメッ
セージが届くようになり、この活動も年々拡大しています。

２）地域奉仕活動

　広島ＹＭＣＡの会員の皆様、ボランティアリーダーの方々と共に、障がいのある子ども達や生活困窮状
態にある方々への支援活動、チャリティープログラムを実施し、地域社会への奉仕活動を行いました。



３）国際交流・国際支援活動

　広島ＹＭＣＡの持つ国際的なネットワークを活用し、国際交流を促進し、合わせて海外からの来広者に対
し、被爆地広島の体験を広く伝えました。また、世界で起きる自然災害や紛争地域への人道支援、開発途上国
や地域への支援の必要性を広く訴え、日本ＹＭＣＡ同盟を通じて国際支援を行いました。

➀広島-ホノルル青少年交流プログラム（Let’s Get Together)

　�年ぶりにホノルルから学生を受け入れ、�月��日から�月�日
までの��日間、国際交流プログラムを行いました。ホノルルか
らは�名の学生が参加をし、広島の中高生とのキャンププログラ
ム等を通して親交を深めました。�月��日から��日の期間はホス
トファミリーの家にホームステイをして過ごしました。
　プログラムの最初は緊張していた様子もありましたが、さよな
らパーティーではお互い涙を流して別れを惜しんでいました。
　コロナ禍も明け、渡航制限が解除されてから久しぶりに対面で
の実施になりましたが、やはり顔を見て直接言葉を交わすことが
親交を深める一番の方法だと改めて感じました。

➁広島-ハノーバー青少年交流キャンプ（Global Youth Friendship)

　����年にパートナーシップ締結、����年から国際交流プログ
ラムとして継続していましたが、コロナ禍による渡航制限のた
め、派遣・受け入れを中止していました。����年度はハノー
バーＹＭＣＡの理事長が広島を訪れ、再開に向けたミーティング
を行い、����年度からの再開を約束しました。

➂日中韓ＹＭＣＡ平和フォーラム
　���� 年 � 月 � 日(木)～ � 日(日)の期間で、中国上海において日
中韓ＹＭＣＡ平和フォーラムが開催され、３か国から約��名の
参加者がありました。広島ＹＭＣＡからは、総主事と国際担当者
の�名とユースリーダー�名が派遣され、日中韓３国が抱える課
題について積極的な討論が行われました。
　特にユースリーダーは初めての北東アジアへの派遣のため、日
本が行なった戦時中の中国・韓国への戦争加害についてしっかり
と事前研修を行い参加することができました。交流を深めた中
国・韓国の若者とユースピースセミナーで再会する予定です。

➃マウイ島大規模火災緊急支援募金の実施

　����年�月�日にハワイ・マウイ島で発生した大規模火災の緊
急支援として、火災が発生してすぐ、マウイ島にあるマウイ・
ファミリーＹＭＣＡはシャワー、避難所、託児所、食料、避難
民の救済など支援活動を開始しました。同様に広島ＹＭＣＡと
��年以上の強い絆で結ばれているホノルルＹＭＣＡもマウイ・
ファミリーＹＭＣＡの支援、ならびにホノルルのあるオアフ島
に避難されている方の支援を行いました。広島ＹＭＣＡもホノ
ルルＹＭＣＡを通して、被災された多くの方々のために緊急支
援募金活動を行い、�か月で約��万円の支援金が集まり、ホノル
ルＹＭＣＡに送金しました。



����年度の災害復興支援活動は、以下の活動が行われました。

�.��東日本大震災を忘れない追悼のつどい

　広島市災害ボランティア連絡調整会議（ＹＭＣＡも加盟団体
の�つ）のNPOが協力して、毎年、平和記念公園にある親水テラ
スにてキャンドルを灯し、東日本大震災で被害に遭った方々を
追悼する慰霊のイベントが����年から続けられています。今年
は東日本大震災だけではなく、能登半島地震追悼の思いも込め
られた集会が行われ、それぞれのNPOが集まり追悼集会が行わ
れました。

能登半島地震緊急支援募金

　広島ＹＭＣＡでは、�月�日に発災した能登半島地震への支援活
動として、全国に先駆け�月�日より緊急支援募金活動を開始しま
した。�月��日と��日には広島市中心街にて街頭募金を実施。
　当初�月末までの予定としていましたが、日本ＹＭＣＡ同盟の
全国的な通知により、募金期間を�月��日まで延長し、総額で
�,���,���円の募金を集めることができました。日本ＹＭＣＡ同
盟を通じ、避難所支援事業に活用され、広島ＹＭＣＡ独自の活
動にも活用される予定です。

４）災害支援活動

　広島ＹＭＣＡの会員の皆様、市民の皆様にボランティアの機会を提供し、様々な活動を通してボランティ
アの育成を図りました。また、日本ＹＭＣＡ同盟が行うリーダー育成事業・ボランティア育成事業に参加す
る機会を設け支援を行いました。特に����年度は、コロナ禍も落ち着き多くの国際大会も開催され、海外
や広島において多くの国際交流の機会を提供しました。また、全国的なユース研修にリーダーを派遣し、広
島におけるユースエンパワメントの醸成に努めました。

５）ボランティア・リーダー／ユース育成活動

◆世界規模の研修会や大会にＹＭＣＡリーダーを派遣

　����年度は、�月��日（水）～��日（火）インド・チェン
ナイにおいてAPAYアジア・太平洋ＹＭＣＡ大会が開催され、
広島からは�名のユースリーダーを派遣しました。また、�月
�日（木）～�日（土）倉敷で開催された全国ＹＭＣＡリー
ダー研修会には�名のリーダーと�名のスタッフを派遣しまし
た。

◆ICAN事務局長・メリッサ・パーク氏講演会支援

　ICAN事務局長のメリッサ・パーク氏が、�月��日（金）～
��日（土）で広島を訪問しました。�日目の�月��日（土）に
は平和資料館にて記念講演会が実施され、その講演会の総合
司会を広島ＹＭＣＡの国際リーダーの�名が担当しました。
原稿づくりもしっかり行い、緊張の面持ちではありました
が、�時間半にも及ぶ大役を無事に成功させることができま
した。リーダー達にはとても良い経験となりました。



６）協力団体との活動

◆世界ＹＭＣＡ/ＹＷＣＡ合同祈祷週　広島集会

　世界のＹＭＣＡとＹＷＣＡは����年以来、��月の第�週
を合同祈祷週とし、毎年一つのテーマを決めて世界の各地
で礼拝や集会を行っています。今年は『種から花へ ~ 手を
取り合って、希望と愛を育てましょう』というテーマで、
��月��日（土）��:��～��:��に広島ＹＷＣＡが主管となり、
広島女学院中学高等学校講師の刀祢館先生をお招きし、日
本バプテスト広島キリスト教会を会場として�年ぶりに対面
式で開催されました。次年度の合同祈祷週は、呉ＹＷＣＡ
が主管となる予定です。

◆原爆の子の像建立記念式典　広島女学院大学と協力

　���� 年に建立された原爆の子の像。通常であれば�月� 日
が建立記念日ですが、����年度はG�の関係で�月��日に式
典を行いました。ＹＭＣＡからは、チャプレンの立野牧師
が開会祈祷、家守副総主事が代表として挨拶、黒瀬名誉理
事長が最後の挨拶として原爆の子の像建立と原爆ドーム保
存運動を行った河本一郎氏と折鶴の会の子ども達のお話を
していただきました。ＹＭＣＡからは�千羽の千羽鶴を献納
し、祈りを捧げました。

◆「G�サミット」「C�サミット」における市民NPO協力

　C�とはG�の公式な政策提言グループの１つで、世界中の
市民社会組織が集まり、「核兵器廃絶」/「気候・環境問題
」/「公平な経済」/「国際保健」/「人道支援と紛争」/「開
かれた市民社会」などの政策課題に対してG�各国に政策提
言ができるオフィシャルなワーキンググループのことです。
�/��～��のG�にあわせた広島大会の�日間、ＹＭＣＡは実
行委員会の�つとして、C�の運営の役割を担いました。

◆ウクライナ避難者支援　「プィーサンキの旅」
　ウクライナ文化紹介（ウクライナ人会協力）

　広島ＹＭＣＡは、広島ウクライナ人会とのつながりの中で
ウクライナ避難者の支援活動をしながら、ウクライナの歴史
や文化に触れる機会を提供しました。��月��日（土）に、ワ
ークショップ「プィーサンキの旅－広島」というテーマでワ
ークショップと展示会を開催。
　プィーサンキとは、ウクライナの特産品、蝋結染め技術に
よって装飾された卵で、��世紀以後キリスト教の復活祭イー
スターに用いるイースターエッグとなりました。ワークショ
ップでは、ウクライナ出身で��年以上プィーサンキ制作に携
わっているTetyana Solotska（テチャーナ・ソロツカ）さん
を講師として、後援にはウクライナ大使館や広島ＹＭＣＡが
協力し実施されました。
　この収益は広島県ウクライナ人会の活動に活用されました。
今後も引き続き避難された方々へのサポートを継続してまい
ります。



����年度　公益財団法人 広島ＹＭＣＡが関わったプレスリリース・新聞記事など

日本 YMCA同盟発行『ＴＨＥ ＹＭＣＡ』2023 年　7-8 月号掲載　▲
広島県原爆被害者団体協議会理事長　佐久間邦彦氏インタビュー

広島 YMCA少年部OB　東京 YMCAホテル専門学校OB

▲2023年11月12日（日）中国新聞朝刊に掲載
　広島YMCAは、イスラエルによるガザ侵攻反対集会の実行委
員会の1つとしてキャンドルアピール『STOP GENOCIDE IN 
GAZA !』（ガザでの虐殺をやめろ！）を開催。実行委員会のス
タッフとして記録を担当しました。（関連報告はP5）

▲2023年7月24日中国新聞朝刊より
　広島YMCAでは2022年7月-8月、9月-10月、11月-2023年1月の期間　
でウクライナから避難されてきている方々への日本語教室を行ってき　
ました。第3期の日本語教室を取材いただきました。

▲2024年2月21日  中国新聞朝刊より継続取材記事
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◀2024年1月14日　毎日新聞朝刊掲載
　１月13日（土）広島市内繁華街で実施された能登
半島地震緊急支援街頭募金の様子が掲載され、1月18
日（木）実施の保育園による街頭募金の告知もあわ
せて掲載されました。（P8関連報告）

����年度　公益財団法人 広島ＹＭＣＡが関わったプレスリリース・新聞記事など

▲2024年1月21日中国新聞朝刊より
　ICAN事務局長メリッサ・パーク氏講演記事。広島YMCAは主催
者として講演会の運営をサポート。国際リーダーの服部さんと山
路さんが講演会の総合司会で進行を担当。（P8内容報告）

▲THE YMCA　2023年11月号掲載より
　APAYアジア・太平洋YMCA大会が９月13日から19日・インド
チェンナイで開催。広島YMCAからは岡茂さん・服部さんを派遣
岡茂さんの記事が全国YMCA誌に掲載される（P8内容報告）
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